
   

※変更点：「５．申請」の申請サーベイのアドレスを更新しています。また、企画書のフォーマットを変更しています 
 

可能性がたくさんある大学時代、 
今しかできない、自分・仲間と考えた、とっておきの企画、 

思い切って実現しましょう。 
 
「プロジェクトB」は学生グループが考えた、ユニークで尖ったプロジェクトを、本気で実現するものです。 
みなさんのやる気を支えるため、大学も本気で応援をします。皆さんの応募をお待ちしています！ 
 
 

 

 

 

 

 

学生グループが発案した、ユニーク、かつ、突出した企画・プロジェクト  

テーマは特に設けませんが、「国際社会で活躍するための異文化受容力・協働力を身につける」「正課での学びを活かす」「社会
に貢献する」というキーワードに重なるものを積極的に採用します。 

 

 

 活動費補助 

選抜プロジェクト 最大50万円 
                        ＊詳細は「7.活動資金について」を参照 

 大学の全面的なバックアップ 
 大学公式ホームページ・SNS等での積極的な広報（マスコミ取材も多数実績有） 
 学内での施設・備品の優先予約や特別利用 

             

 スキルアップ・自分自身の向上 
 大学による研修やコンサルテーションにより、社会で通用するレベルのプランニング力・企画運営能力を

身に付けることが可能。 

 1．対象プロジェクト 

 
 

 2．プロジェクトBでの活動メリット 

 
 

 自分の「やりたいこと」を形に！ 
 3人の仲間でチャレンジ可能！ 
 気軽に相談しながら申請！ 

 

プロジェクトB 2023 募集要項 
【10月 4日版】※ 



   

 

 アイデアをカタチにする喜び、人を巻き込み一緒に作る楽しみ、これらの経験から得られる自分の成長を
感じることができます！ 

 
 

 

必須要件 
 メンバー３人以上（本学に在籍している学生） 
 2024年春セメスター終了（2024年9月20日）までに完了するプロジェクトであること  
 定められた研修・発表等へ参加し、確実にプロジェクトを完了すること（「4.年間スケジュール」を参照） 

留意事項 
 2つ以上の国籍・地域出身のメンバーがいることが望ましい。 
 クラブ・サークルなど、大学に登録している学生団体の活動も申請可（通常の活動の枠を超えたプロジェクトが

対象）。また、複数の学生団体が合同で行うプロジェクトも申請可能。 
 正課の授業一環として行われる活動（ゼミ含む）は不可。 
 

 

 

＜申請から結果通知まで＞ 

 事前コンサルテーション・募集ガイダンス  

7/14(金) 
16：10～   

募集ガイダンス 

Zoom ID:  918 6548 9579 
 https://weareapu.zoom.us/j/91865489579 
※ 予約不要                 
※ Facebookにてライブ配信。 
ガイダンス後の視聴も可能です。 

7/18（火)～
10/20(金) 

事前コンサルテーシ
ョン  

(オプション) 
「6. 事前コンサルテーション」を参照 

10/5 (木) 
  

募集ガイダンス・相
談会 

2限/J102 

 

 

 

 申請期間  

10/4(水)～10/23(月)午前9時 申請期間 
提出物：オンラインサーベイ＋企画書 
「5. 申請」を参照 

 

  

 3．申請要件 

 
 

 4．年間スケジュール 

 
 

ズームで参加    ライブ配信を見る 

      

https://weareapu.zoom.us/j/91865489579


   

 

 書類審査 結果通知  

10/27(金) 1 次審査(書類審査)
結果通知 

 コアメンバー宛：キャンパスターミナル「あなた宛のお知らせ」に連絡 
 申請内容に対する質問状を添付します(10/30(月) 正午までに要回答) 
 プレゼンテーションの日時・詳細も伝えます 

 
 

  公開プレゼンテーション審査  

11/1(水)～ 
11/2(木)  

2次審査： 
公開プレゼンテーション
審査 

 プレゼンテーション時間：1グループ15分 
 対面、もしくはライブ配信方式 
 発表言語：日本語・英語のどちらか 
 パワーポイント：日本語・英語両言語、もしくは発表言語と反対言

語 
 必須参加発表者：コアメンバー2名 

 

 

 

11/6(月） 結果内定通知  コアメンバーのキャンパスターミナル「あなた宛のお知らせ」に連絡 

 

＜活動スケジュール＞ 
活動中はスチューデント・オフィスのアドバイザーと定期的にミーティングを行い、企画の質を高めます。 
研修では、採用されたプロジェクトの全グループが集まり、共に企画・運営を学び、お互い刺激を与え合いま
す！研修はコアメンバー全員、発表はコアメンバー2名が参加する必要があります（授業は優先します） 
中間・最終研修、最終発表会は、状況に応じて実施方法を変更する場合があります。 
 

 研修、公開発表  

 

 
 
 
 
 

 

  書類提出締切  補助金支払申請、最終報告書 

前半期：2024年3月8日(金)迄 
後半期：2024年8月30日（金）迄 
※9月20日まで支出が出る場合は、アドバイザーに相談。  

 補助金の支払いは全書類提出後約1か月ほど
かかります。 

※その他、必要に応じてイベントの企画書、報告書等の作成をします。 
 

 

スタートアップ研修 2023年11月8日(水）5限～7限 

中間研修 2024年1月24日(水)または4月開講2週目(水)（2限分） 

最終研修 2024年7月下旬または8月上旬 

最終発表会 2024年秋セメスター開講1週または2週目 

 



   

 

 

 
(1) 申請書類・方法 

オンラインサーベイ ＋ 企画書 + メンバーリスト 
  申請期間：2023年10月4日(水）～10月23日(月) 午前9時 
 

① オンラインサーベイ 
オンラインサーベイのすべての項目を入力し、企画書を添付のうえ、送信してください。 
https://cw.apu.ac.jp/campusweb/SVA20D0.html?key=SUR20230724093957426413982 
 

② 企画書(自由書式) (png, jpg, pdf) データ量が多くアップロードできない場合は、企画書のリンクを記したファ
イルをアップロードしてください。 
 
知らない人が見ても 

「わかりやすい」、「この企画はおもしろい！」、「この企画は実現できる！」 
と思わせる、企画書を作ってください。 

＜項目＞ 
 プロジェクトの基本情報：プロジェクト名・団体名・メンバー数 
 プロジェクトの目的、目標、意義、インパクト 
 運営体制 
 企画内容詳細（いつ、どこ、なに、だれが、だれと、だれに、どのように、なぜ） 
 準備・活動スケジュール 
 効果測定（活動の成果をどのように測るのか） 
 予算表（支出・収入の詳細） 
 収入事業や協賛活動がある場合：理由と内容詳細 

※ 「7. 活動資金」をよくお読みください。 
 その他、自由に情報を追加してください（協力者情報、裏付けるデータ・写真、実績など） 

 
  ＜注意事項＞ 

 フォーマットは自由です。 
 上記項目の順番やレイアウトも自由です。 
 具体的であればあるほど、説得力が増します！ 
 最大20ページまでに収めてください 

 
③ メンバーリスト 

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/assets/file/extracurricular/support/type_b/TypeB_Members_List.xlsx 
 

 

 

 

小さなことから申請内容まで、スチューデント・オフィス職員に直接相談できます。 
相談するほど良い申請書に仕上がっていくので、積極的に使ってください！ 

 6. 事前コンサルテーション 

 
 

 5．申請 

 
 

https://www.apu.ac.jp/studentsupport/assets/file/extracurricular/support/type_b/TypeB_Members_List.xlsx


   

 
(1) 相談受付期間 

7月18日（火）～10月20日(金)迄。 月～金 10:00～16:30、火曜のみ13:00～16:30 
※可能な限り3開室日までに予約をしてください。 
メール（project@apu.ac.jp）にて希望日時を複数お知らせください。 

※予約なしの場合は、来た時間に相談ができない場合もありますので、ご了承ください。 
※相談日までに募集要項を読んでおいてください。 

 
(2) 相談方法：Zoomもしくは対面(A棟1階スチューデント・オフィス) 

 
(3) 相談時間：1回約30分。 

 
 

 

(1) 大学の活動資金への考え方 
「プロジェクトの規模に合った予算（収入）で、適正で費用対効果の良い使い方（支出）をすること」が望ましいと
考えます。企画・遂行する上でこの点を考慮してください。 
 

(2) 補助金 
① 補助上限額    選抜プロジェクト：１団体50万円まで 

 
② 補助金の決定 ・各プロジェクトの補助上限額を結果発表時にお伝えします。 

・申請金額が全て承認されるとは限りませんので、ご了承下さい。 
  ・使途詳細は、採択後、職員アドバイザーと相談しながら予算書を作成し、決めていきます。 
 

③ 補助対象期間 2023年９月21日(木)～2024年9月20日(金) 
※採択は 11 月ですが、2023 年秋セメスター開始から既に始動しているプロジェクトの場合、
9/21以降の支出であれば遡って補助対象となります。 

 
④ 補助金支払時期 

・原則的には団体が立替え、前半期・後半期に分けて大学が団体に払い戻しをする形です。 
・高額な立替が必要で団体の負担が大きい場合や、講師謝礼など対外的に迅速な支払いが求められるものに 
関しては、活動状況の進行状況を判断した上で、大学が直接支払いを行う場合もあります。 

・必要書類（活動報告書・経費報告書・領収書等）提出後、約1か月を目安に振込をします。 
・活動が終了し清算書類がそろっている場合は、締切前に支払いをすることができます。 
・2023年度に使用した費用は、2024年3月の指定時期までに支払い手続きをする必要があります（領収書    
や報告書等を提出）。年度をまたいで、2024年度には支払うことができませんのでご注意ください。 

・必要な書類が期限内に提出されない場合は、大学は補助金を一切支払いません。 
 

⑤ 最終収支と補助金 
・最終的な収支が黒字となった場合：収支がゼロになるよう、補助金を減額します。 
・最終的な収支が赤字の場合：採択時に決定した補助上限金額を超えての補助は行いません。 
 

⑥ 収支記録 
・全てのプロジェクト活動に関わる収支を記録し、記録を大学へ提出する必要があります。 

 7．活動資金 

 
 



   

 
⑦ 収入事業、協賛活動 

・大学に申請し、承認をされた収入事業を実施することは可能です（イベントの入場料徴収など）。 
・企業等への協賛活動は、申請時の「企画書」に協賛活動をする理由と実施計画を記載し、承認を得る必要が 
あります。 
 

(3) 補助金の対象項目 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
※1 交通費・宿泊費 
 １泊以上の旅費（③交通費・④宿泊費）の支出については、全旅行日程の全てがプロジェクトのための行程

であること、旅程が予めスチューデント・オフィスで承認されていること、写真付の報告書を書くことを条
件とする。 

 海外に赴く場合で飛行機代を使用する場合は、旅券の2/3まで補助をする。ただし、上限はひとりあたり10
万円まで。 

 交通費は(1)市内移動の交通費は対象としない(2)移動の基点は本学もしくは別府駅とする(3)公共交通機関
の移動を原則とする 

※2 備品は活動終了後、スチューデント・オフィスへ渡す。 
※3スチューデント・オフィスが企画に必要と判断したものは除く。 
※4 広報物(チラシやパンフレット等)の印刷は、補助対象⑨委託費に含めることができます。 
 

 

 

 

 大学の助言・指導に応じず、着実に活動が進められていない団体は、途中で支援を打ち切る場合があり
ます。 

 団体の活動振りを公開審査・発表も含めて学内外に大きく広報します。積極的に協力してください。 

 

 

 8．その他 

 
 

 9. 連絡先 

 

①謝礼(大学の基準に基づく) 
②施設使用料 
③交通費（市内移動は原則対象外）※１ 
④宿泊費 ※１ 
⑤備品費（1万円未満）※2 
⑥保険加入料 
⑦運搬費 
⑧参加費 
⑨委託費 
⑩その他、事前にスチューデント・オフィス 
の許可を得たもの。 

 

補助対象 補助対象外 

② 1万円以上の高額備品費 
②飲食費 ※３ 
③交際費（手土産代等） 
④通信費  
⑤印刷費 ※４ 
⑥事務消耗品費 
⑦その他、スチューデント・オフィスが 
補助対象外と判断したもの。 

 
 



   

 

 

 立命館アジア太平洋大学スチューデント・オフィス イベント・プロジェクト支援制度担当 
Email： project@apu.ac.jp 
スチューデント・オフィスウェブサイト
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/support/type_b/ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

分野 プロジェクト名・活動内容 

国際協力 
「キターブ」 バビッシャ アンド ジャマルコ フォー ネパール（BAJ) 
ネパールの学校に図書館を贈るためのファンドレイジング活動、長期的な有効利用をしてもらうた
めのワークショップ等を実施。 

 

共同大学ハッカソンは、私がAPU在学中に参加した中で最も大
胆なプロジェクトです。最初は中心メンバー4人だけのとても若
いサークルでした。私自身、専門的な技術知識もなく、ハッカソ
ンとは何かという具体的なイメージも持っていませんでした。し
かし、チームと共に日々新しいことを学び、より多くの人を巻き
込みながら、この学びの旅に参加することができました。APUの
サポート、特にメンターからのサポートがなければ、このような
インパクトを与えることはできなかったと思いますし、とても感
謝しています。 
2021年度プロジェクトB 
ATC共同大学ハッカソン代表 ブイ クィン ハンさん 

Project Bは、僕が行いたい活動の一歩目をサポートしてく
れるような、背中を押してくれるようなプロジェクトで、僕
らが奏でたいマーチの序奏を指揮してくれました。Project 
B を通して、自分が叶えたい夢を叶えることはとっても難
しいこと、それを一緒に行ってくれる仲間たちのありがた
さ、それを担う責任と大きな覚悟を持たなければなりませ
んでした。これらを自覚しながら活動を行なっていく上で、
僕自身の成長に繋がりました。ちょっと過剰表現であるか
もしれませんが、僕にとってはこのProject Bはありがたい
存在でした。本当に、僕らの活動をサポートしていただき、
感謝でいっぱいです。 

2021年度プロジェクトB :  Duct 代表：岩﨑さん 
 

過去プロジェクト(抜粋) 

 

 
 

プロジェクトB参加者コメント 

 
 

mailto:project@apu.ac.jp
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/extracurricular/support/type_b/


   

「太春（たいしゅん）」 みなぎプロジェクト 
グアテマラの水質汚染による健康被害の解決の一つとして、安全な飲料水の重要性を周知するオリ
エンテーションの実施、ろ過フィルターの配布とフィルターのメンテナンスの知識を共有。 
「自転車が世界を救うプロジェクト」 ハビタットAPU 
世界の貧困地域で家の建築を行うための資金を集めるため、九州北部を自転車で回り、ファンドレ
イジングを実施。道中では学校訪問も行い、世界の貧困問題についても啓蒙活動も実施。 

芸術・地域交流 

「レ・ミゼラブル」ミュージカルカンパニー 
別府市民とともに、ミュージカルを日英両言語で開催。 
「音楽と踊りは世界のことば」 別PU 
世界で活躍する三味線奏者、APU卒業生、APU在校生の和楽器奏者による和楽器のセッション、
別府をイメージした曲作り、多文化音楽・踊りのフェスティバルを実施。 

国際関係 
「グローバル交渉シミュレーション競争 」 APU 国際関係学生協会 
国際的な場で、夫々の立場から交渉をし、一つの物事を決定していくシミュレーションを、他の大
学の参加者も招いて実施。 

社会起業準備 
「社会起業家による大学ブランド構築（革製品）」 レガメ 
現地で発生している革の大量投棄から生じる環境問題の改善、雇用創出、貧困問題改善のため、バ
ングラディシュで生産される革製品をAPUブランドとして日本で販売。 

環境 
「Project 恵」Project Gifted 
倫理的な消費を考えるアースディイベントの開催、古着の回収をして様々な国へ寄付を行った。 

食の多様性 

「ベジらるマーケット」ベジらる 
ハラル、ベジタリアン、ヴィーガン等多様な食習慣についての知識を別府から広め、それらの食習
慣をもつ人々が安心かつ快適に食生活を送ることができるよう啓蒙イベントを実施。観光客向け
に、別府市内のハラル、ベジタリアン、ヴィーガン対応メニュー提供飲食店のMAPを作成。 

ジェンダー 

「=プロジェクト - 偏見や抑圧のない,誰もが自分らしく生きる社会へ!」イコール 
ジェンダー問題への認知を広め、ジェンダー平等への理解を深めるための講演会やキャンペーンを
行った。 
「Support For Sisters」SFS 
生理の貧困について考えるワークショップの開催や大学内トイレ内に生理用品設置をする活動を実施。 

教育 
「DUCT Project B」DUCT 
APUでの学生生活や海外経験を通して国際性を身に着けたAPU生が「多文化共生」や「地球市民とし
ての意識」等のテーマについて、高校性に対して交流授業を行った。 

メンタルヘルス 
「Me+We Project」APU Mental Wellness (MeWe) 
学生による学生のためのメンタルヘルスやウェルネスの向上を目指し、SNSでの情報提供、ワークショ
ップ・オンラインセッションの開催、フォーラムへの参加を行った。 

ケースコンペテ
ィション 

「International Online Case Competition」IOCC 
社会問題をテーマとしたケースを様々な分野の知識を用いて説くケース大会を、他大学も含めオンライ
ンで開催した。知識を深めるための事前学習会もシリーズで行った。 

 
 
 

朝日新聞、西日本新聞、アルクグローバル通信、大分合同新聞、わくわくとんぼテレビ(CTBメディア)、他多数メディア
で掲載されています！ 

マスコミ掲載例 
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	 企画内容詳細（いつ、どこ、なに、だれが、だれと、だれに、どのように、なぜ）
	 準備・活動スケジュール
	 効果測定（活動の成果をどのように測るのか）
	 予算表（支出・収入の詳細）
	 収入事業や協賛活動がある場合：理由と内容詳細
	※ 「7. 活動資金」をよくお読みください。
	 その他、自由に情報を追加してください（協力者情報、裏付けるデータ・写真、実績など）
	 フォーマットは自由です。
	 上記項目の順番やレイアウトも自由です。
	 具体的であればあるほど、説得力が増します！
	 最大20ページまでに収めてください

